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鶉
踪

鼈

蒻
隋
鶯
儡
躙
骰
儡
籟

月舗
馨
繋
鷲
舞
Ｌ

話
秘蒙
肇
熙
詳
蝦

菫
劃罐
」鼈
訴
粍
一

緩葬曝５３旧齢胸割婦̈
“」練一

認
さ
れ
、
２
件
の
報
告
が
あ
＝
春
ｔ

た
０　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

朕
誂
蠍
躊
量

跛
菫
予
嘔

中

・
長
期
基

本
計

画

の
「
後

期
計

画
」
２
年
目
に
当
た
る
平
成

２６
年
度
は
、

引
き
続
き
契
約
金
額
及
び
受
託
件
数

が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
「
個
人

・

家
庭
」
を
中
心
と
し
た
「
受
注
の
拡
大
」

と
ズ
ム
員
の
増
強
」
を
両
輪
と
し
て
「
自

主

・自
立
、
共
働
口
共
助
」
の
基
本
理
念

の
下
、
会
員
、
役
員
が

一
体
と
な
っ
た

効
果
的
な
活
動
に
よ
り
、
「
組
織
体
制

の
充
実
」
を
図
る
た
め
に
、
社
会
的
意

義
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
ま
す
。

１

計
画
の
視
点

①

会
員
の
増
強

②

受
注
の
拡
大

③

組
織
体
制
の
充
実

④

安
全
就
業
の
徹
底

⑤

財
政
基
盤
の
確
立

２

事
業
計
画
目
標

①

契
約
金
額

３
億
９
５
０
０
万
円

②

会
員
数
　
　
１
２
０
０
人

平
成

２６
年
度
の
経
常
収
益
予
算
額

は
、
４
億
４
９
６
５
万
円
で
、
主
な
内
訳

は
受
託
事
業
収
益
３
億
９
５
０
０
万
円
、

受
取
補
助
金
等
５
０
６
０
万
円
、
受
取

会
費
３
６
０
万
円
を
見
込
み
、
経
常
費

用
は
、
事
業
費
４
億
４
１
１
２
万
円
、
管

理
費
８
５
３
万
円
で
す
。

事
繁
狡
警
爾

収
支
決
纂

事
業
実
績
は
、
国
内
外

の
諸
般

の

状
況
に
よ
る
景
気
回
復
の
不
透
明
感

が
残
る
中
で
、
契
約
金
額
は
年
度
毎
に

下
降
、
上
昇
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

平
成

２５
年
度
は
前
年
度
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成

２５
年
度
の
契
約
金
額
は
３
億

６
８
０
６
万
７
千
円
、
会
員
数
は
１
０
４

５
人
、
就
業
実
人
員
は
１
０
１
６
人
、
就

業
率
は
９
７
・
２２

％
で
、
引
き
続
き
、

個
人
・家
庭
を
中
心
に
「
受
注
の
拡
大
」

に
努
め
た
結
果
、
受
託
件
数
は
４
５
６

１
件
で
過
去
最
高

の
実
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
個
人
・
家
庭
か
ら
の

「受
注
の
拡
大
」
は
、
幅
広
い
支
援
機
能

を
備
え
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
支
え

る
地
域
の
中
核
団
体
と
し
て
、
会
員
、

役
員
等
が

一
体
と
な
リ
ズ
ム
員
の
増

強
」
と
併
せ
て
、
地
域
に
密
着
し
た
公

益
目
的
事
業
を
着
実
に
実
行
し
た
成

果
で
あ
り
ま
す
。

役
員
選
任

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に

‐６
名
の
理
事
と
２
名
の
監
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
（３
面
掲
載
）

退
任
役
員

平
成

２６
年
５
月

２８

日
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
た
方
々
。
（敬
称
略
）

前
理
事
長

前
常
務
理
事

前
理
事

一墜

事

　

士
口

澤

和

枝

あ
げ
が
な
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

柳 菅 田 吉 飯 古 三 宇

田 枝 中 岡 島 村 平 冨

羹稔曇量:繁 昴治

平成25年度事業報告
事業実績 平成25年度 平成24年度 増  減 前年度比

契約金額 368,067千 円 363,389千 円 4,678千「 13%

受 託 件 数 4156114 4,311件 250‖ 58%

会 員 数 1,045メ 1,072人 △ 27ノ、△ 25%

入 会 率 1 63% 171% △0 08ポ イント

就業実人員 1,016メ 1,080人 △ 64人 △ 5.9%

就 業 率 9722% 100 74% △3 52ポイント

就業延人員 88,597人 日 87,175人 日 1,422人 日 1 6%
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篠
■
ム

定
時
総
会
で
全
議
案
の
審
議
終
了

後
、
理
事
会
で
新
た
な
理
事
長
、
副
理

事
長
、
常
務
理
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

靱 隋

役
員

一
同
、
一
致
団
結
し
て
事
業
の

発
展

・
拡
充
に
、
先
頭
に
立
っ
て
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
平
成
２６
年
５
月
２８

日

か
ら
平
成

２８
年
度
定
時
総
会
ま
で
。

理

事

長

副
理
事
長

常
務
理
事

理
　
　
事

酢
皿

（敬
称
略
）

志

村

利

夫

藤

井

研

一
郎

今

井

俊

雄

重

田

良

允

渡

邊

征

一

小

松

紀
久
男

古

舘

博

士

丸

岡

千
良
子

荻

山

清

治

庄

司

耕

治

宇
一言

英

郎

草

柳

英

雄

田

中

行

衛

田

中

節

子

望

木

文

夫

伊

藤

典

雄

事

りII F同

越 倉

昭
小
雄

美
智
子

は

事

異

彰

鶴

濾

轟

灘

っ
て

理

事

長

士
心

村

利

夫

五
月

二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
理
事
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
志
村
で
ご
ざ
い
ま

す
。一〓

」
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
宇
賀
田
前

理
事
長
を
は
じ
め
理
事
、
監
事
の
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
き
に
渡
り
当

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ンヽ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
国
の
経
済
財
政

計
画
の
効
果
か
ら
景
気
回
復
の
動
き

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実

感
は
乏
し
く
、
当
面
は
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
少
子
高
齢
社
会
が

進
行
し
て
お
り
、
社
会
全
体
に
様
々
な

影
響
を
及
ば
し
て
い
ま
す
。
特
に
生
産

年
齢

人

口
の
減
少
は
、
経
済
活
動
を

維
持
し
、
地
域
社
会
を
活
性
化
し
て
い

く
う
え
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

当
セ
ン
タ
ー

の
公
益
的
使
命
は
益

々

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中

口
長
期
基
本
計
画
の
「
後
期
実
施
計

画
」
に
沿
い
、
会
員
の
増
強
、
受
注
の
拡

大
、
安
全
就
業

の
徹
底
な
ど
を
推
進

し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
し
て
更
に
発
展
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
の
事
業
へ
の
参
画
、
い
」
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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平
成

２５
年
度
第
２
回
地
域
班
会
議

が
、
市
内

１７
地
域
で
２
月

１０
～

２‐

日

に
か
け
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
率
は
、
セ
ン
タ
ー
全
体
で

４７

・

２

％
で
し
た
。

案
件
は
、

①

受
注
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

②

個
人

口
家
庭

の
職
種
の
繁
忙
期

に
お
け
る
就
業
体
制
に
つ
い
て

③

地
域
班
長
の
選
出
に
つ
い
て

④

そ

の
他

、
各

地

域

班

の
活

動

報
告

・
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

ま
た
、
今
回
は
、
い
ま
ま
で
事
務
局

職
員
が
出
席
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
地
域
班
の
活
発
化
と
主
体
的

運
営
を
図
る
た
め
、
今

回
は
出
席
し

な
い
で
開
催
し
ま
し
た
。
情
報
交
換
で

出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見

・
提
案
内
容

は
今
後

の
運
営
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。今

年
度

の
地
域
班
活
動
は
、
班
活

動
の
役
割

の
徹
底
と
繁
忙
期
に
お
け

る
就
業
体
制
の
構
築
、
及
び
地
域
貢

献
活
動
の
推
進
を
具
体
的
構
成
事
業

に
位
置
付
け
、
地
域
班
長
を
中
心
に
活

動
を
行
い
ま
す
。

会
員
皆
さ
ま
方
の
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

踪
颯
鐵
饉
聰
鉤
翁

順
平
圃
　
鑢
称
略

任
期

平
成

２６
年
４
月
１
日

～
平
成

２８
年
３
月

３‐

日

◆
平
成

２６
年
度
第

一
回
班
会
議
左
表
参
照

伊藤 典雄

依知北地域

鹿又 勝利

依知南地域

橋本 禎二

厚木北地域

佐藤 忠之

厚木南地域

斎藤 役郎   望本 文夫

睦合西地域   睦合北地域

真板  肇

小鮎地域

安西 可雄

玉川地域

吉川義一郎

荻野南地域

川崎 英司

荻野東地域

岩崎 正昭

荻野北地域

長尾  登

睦合南地域

※ 地域難会議謬始輌、または終了後、交通安全姜習会を行います。

・ 躍 始 前  13時 30分 ～ 編 本え 薇 舞オ 、■短車 、鑑 台南 、rr合百 、象 諄彙 、小蒻、螢 宇 )

終了後 午前藤催 11時30分 ～、午後開催 15時―

仁藤  員

森の里地域

輻
猛
巫
鶉

平成26年度第1回地域議会議日程表

地 域 ヨ    薦 場   所

厚 本 ゴじ 6月 243(火 )13時 30分 li木 北公民館2階 集会震

厚 本 藤 6月 24ヨ (火 )10時 00分 厚木南公民館 2階 集会室

依 知 鷲L 6月 18晨 (本 )13時30分 依知北 /・t民館 1階集会室 12

体 知 藤 6月 23日 (月 )13時 30分 依知藤公民館2階集会室

曖 合 JL 6月 17譲 (火 )13時 30分 睦合離L公民館 1鰺大会籐室

睦 含 蘭 6月 16日 (月

'13時
30分 睦含南公民館2階 集会室

睦 合 西 6月 19曇 (本 )te時 30分 褒合西公民館 2賭集会室

歌 野 麒ヒ 6月 16日 (月 )13時 30分 上飛野分館 1階集会室

荻 野 藤 6月 10日 (本 )13時 30分 荻難公民館2階集会軍

萩 野 票 6月 20日 (金 )18籍 30分 荻野公民館2階集会室

小   鮎 6月 26目 (本 )13時 30分 小熱公民篤 2階集会室

玉   ;11 6月 18日 (水 )10時 00分 玉力1公 民館 1階会議室

藤 毛 利 6月 26il(本)13時 30分 薦毛申1公 民館 1階集会室

愛   甲 6月 1711(火 ,13時30分 愛 撃公民館 1階集会室

相   li 6月 2o日 (金 ,13時 30分 領,1公民館1階集会蜜

緑 ヶ 丘 6月 233(月 ,10時 30分 緑ヶ丘公民館2整学習室

森 の 塁 6月 25日 (水 )13詩 30分 藤の塁3丁 目自治会館集会軍



(5)第 83号 nenrin 平成 26年 6月 発行

女
性
会
員
の
管
様

ヘ

（総
務
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
）

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
中

・長
期

基
本
計
画
［
後
期
計
画
］
で
定
め
た
基

本
視
点
の

一
つ
ズ
ム
員
の
増
強
」
に
つ
い

て
、
そ
の
方
策
の

一
環
と
し
て
『
女
性

会
員
の
募
集
強
化
』
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
方
策
を
担
当
す
る
総

務
委
員
会
が
そ
の
具
体
的
施
策
と
し

て
「
サ
ロ
ン
女
子
会
（仮
称
）」
の
結
成
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
会
と
し
て
女
性

が
持
つ
特
性
や
感
性
を
活
か
し
、
話
し

合
い
や
活
動
を
通
し
て
、
女
性
会
員
の

増
強
に
結
び
付
け
ら
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
初
か
ら
「
し
っ
か
り
し
た

組
織

Ｌ

活

発
な

活
動
Ｌ

大
き
な
成

果
」
等
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ

に
到
達
す
る
ま
で
の
起
点
と
し
て
位
置

付
け
、
堅
苦
し
く
な
い
女
子
会
の
結
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
先
ず
女
子
会

の
活
動

・
メ
ン
バ
ー
を
ど
う
す
る
か
と

言
弓

た
内
容
に
つ
い
て
、
多
く
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
ま
と
め
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
口具
特
に
女
性
会
員
）の
皆
さ
ま
、

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
気

軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

『
連
絡
先
（総
務
委
員
会
こ

荻
山
清
治

客
に
ヽ
１
８
８

『
メ
ー
ル
で
の
連
絡
先
』

厚
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ω
´
∽
ｃ
ｍ
お
ｏ
◎
ユ

，
３
０
」
０

（業
務
開
拓
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
）

昨
年
度
か
ら
役
職
員
及
び
業
務
開

拓
委
員
会
は
、
企
業
訪
間
を
実
施
し

営
業
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
並
行
に
新
た
な
就
業
開
拓
の

方
法
と
し
て
、
ズ
ム
員
の
経
歴
を
活
か

し
た
受
注
拡
大
」
を
展
開
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
以
前
勤
め
て
い
た
会

社
や
、
息
子
さ
ん
娘
さ
ん
な
ど
を
通
じ

て
就
業
開
拓
を
行
え
ば
、
就
業
へ
の
近

道
な
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

就
業
場
所
は
厚
木
市
内
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
の
方

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～

事
故
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
て

～

会
員
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
安
全

を
意
識
し
た
中
で
、
仕
事
に
励
ん
で
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

２５
年
度
は
、
傷
害
事
故
３
件
、
賠

償
事
故
６
件
、
計
９
件

（
平
成

２４
年
度

傷
害
事
故
７
件
、
賠
償
事
故
８
件
、
計

‐５
件
）
発
生
し
ま
し
た
。

◇
傷
書
事
敵

・
転
落
に
よ
る
骨
折
。

・
猿
を
追
い
払
う
た
め

資
材
置
き
場
を
横
断
中
、

飼
わ
れ
て
い
た
大
に
噛

ま
れ
た
。

・
清
掃
中
に
デ
ッ
キ
ブ
ラ

シ
の
柄
が
目
に
当
た
り
、

眼
球
に
傷
が
つ
い
た
。

◇
賠
償
事
故

口
施
錠
の
際
、
鍵
を
入
れ
て
回
し
た
ら
鍵

が
折
れ
た
。

口
玄
関
ド
ア
に
水
を
か
け
て
洗
っ
た
が
、

鍵
部
が
電

子
機
器
で
あ
っ
た
た
め
濡
れ

て
作
動
し
な
く
な
っ
た
。

・
草
で
隠
れ
て
い
た
植
木
を
草
と

一
緒
に

刈
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
雪
見
障
子
を
運
搬
中
、
落
下
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。

・
換
気
一扇
清
掃
の
際
、
ス
イ
ッ
チ
周
辺
が

濡
れ
て
作
動
し
な
く
な
っ
た
。

・
網
戸
納
品
の
際
、
ク
ロ
ス
に
網
戸
を

接
触
さ
せ
傷
を
付
け
て
し
ま
っ
た
。

事
故
内
容
を
見
る
と
、
事
故
当
事
者

の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
や
、
油
断
が

事
故
発
生
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
、

誰
も
が
後
悔
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
就
業
す
る
会
員
お
互
い
が
、
士用
を

か
け
る
こ
と
や
油
断
や
過
信
を
し
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
自
分
の
身
は
、
自
分
で
守
る
」
と
い
っ

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
急
ぎ
、
焦
り
、

マ
ン
ネ
リ
化
等
の
心
理
を

一
掃
し
、
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

安全第一で仕事
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塚
躙
靡
隋

平
成

２６
年
４
月

２６

日
に
厚
木
市
の

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
「
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
」
で
多
く
の

会
員
が
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

早
速
、
職
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
「
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
リ

ー
ダ
ー
田
中
さ
ん
で
す
。

田
中
さ
ん
は
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
閉
館
に
伴
い
こ
ち
ら
に
勤
め
る
よ
う

に
な
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
同
じ
職
場

に
は
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
お

よ
び
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
ら

れ
た
方
な
ど

１２
名

の
方
が
働
い
て
い

ま
す
。

仕
事
は
貸
館
受
付
お
よ
び

マ
イ
タ

ウ
ン
ク
ラ
ブ
で
の
予
約

口
実
績
管
理
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

１７
時

１５

分
～

２２
時

１５
分
ま
で
４
人
シ
フ
ト
で

月

１０
日
程
度
の
就
業
と
の
事
で
す
。

田
中
さ
ん
に
と
っ
て
お
客
様
対
応
の
基

本
は
前
の
仕
事
と
同
じ
よ
う
で
す
が
、

貸
館
の
部
屋
数
が
５
倍
に
増
え
、
入
れ

替
え
を
ス
ム
ー
ス
に
こ
な
す
為
の
仲
間

と
の
連
携
に
留
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
一ラ

グ
イ
ベ
ン
ト
の
「
藤
江
利

二
郎
展
」
の
対
応
で
は
幸
い
に
も
全
員

が
顔
を
合
わ
せ
る
シ
フ
ト
と
な
り
仲
間

と
の
ヨ

三ヽ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

開
館
後
、
ク
レ
ー
ム
は
な
い
よ
う
で

す
が
、
改
善
案
を
色
々
お
持
ち
の
よ
う

で
、
ぜ
ひ
市
民
の
為
に
実
現
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
づ
い
て
、
も
う

一
つ
の
職
場
で
あ
る

「
駐
車
場
管
理
」
の
リ
ー
ダ
ー
淡
谷
さ

ん
を
訪
間
し
ま
し
た
。

こ
の
職
場
も
、
公
民
館
就
業
だ
っ
た

淡
谷
さ
ん
を
は
じ
め
色
々
な
職
種
経

験

の
方

３０
名
が
８
時

３０

分
～

２２
時

３０
分
ま
で
３
交
代
で
働
い
て
い
ま
す
。

仕
事
は
地
下
駐
車
場
の
案
内
、
駐
車

料
金
の
徴
収
が
主
で
す
が
、
み
な
さ
ん

経
験
が
な
い
職
場
で
戸
惑
い
な
が
ら
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

特
に
料
金
徴
収
時
の
レ
ジ
作
業
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
操
作
が
苦
手
な
人

も
い
て
、
慣
れ
る
ま
で

一
苦
労
と
い
つ

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

新
し
い
職
場
に
早
く
慣
れ
て
、
働
く

皆
さ
ん
や
来
館
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
楽
し
い
場
所
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

‐３
回
日
と
な
る
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
は
吾
妻
町
に
お
住
ま
い
の
徳
留
静
江

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

退
職
し
て
次
の
仕
事
を
探
し
て
い
た
と

き
、
友
達
の
紹
介
で
入
会
し
て
７
年
に

な
り
ま
す
。

【仕
事
の
内
容
】

３
軒
の
家
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
７

年
目
に
な
る
１
軒
は
、
金
曜
日
の
午
前

中
２
時
間
の
仕
事
で
す
。
息
子
さ
ん
家

族
と
お
住
ま
い
で
す
が
、
共
働
き
の
為
、

９２
歳
と
高
齢
で
あ
る
母
親
の
部
屋
と

お
風
呂
、
台
所
な
ど
の
水
回
り
の
拭
き

掃
除
と
外
周
り
の
掃
き
掃
除
、
特
に
春

は
桜
、
秋
は
落
ち
葉
と
追
い
か
け
Ｐ

」

で
大
変
で
す
。

２
軒
目
は
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
共
働

き
の
若
い
ご
夫
婦
、
４
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
出
産
を
迎
え
る
奥
さ
ん

の
為
、
広
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越
し
さ

れ
て
、
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら

日
常
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

３
軒
目
も
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の
方
で
、

今
年
突
然
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
、
１
人

に
な
っ
て
し
ま
つ
た
奥
さ
ま
の
話
し
相

手
を
し
な
が
ら
、
部
屋
掃
除
や
片
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

【生
き
が
い
】

心
待
ち
に
待
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る
こ

と
、
お
互
い
の
信
頼
と
信
用
が
、
明
日

へ
の
活
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
任
さ
れ

た
仕
事
な
の
で
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に

心
が
け

て
い
ま

す
。

「
健

康

で
ど

の

方
に
も
優
し
く
、
お
役
に
立
て
る
こ
と

が
生
き
が
い
で
す
」
。
日と
の
事
で
す
。

【後
記
】

ご
主
人
さ
ま
を
支
え
な
が
ら
、
隔
た

り
な
く
ご
近
所
の
方

々
に
も
お
声
を

掛
け
る
優
し
い
心
遣
い
と
、
お
役
に
立

て
る
と
い
つ
気
持
ち
が
活
き
活
き
と
、

元
気

印
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

市民交流プラザ管理の皆さん

(手 前から田中さん、

嶋田さん、香田さん )

駐車場管理の淡谷さん

徳留さん
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み
ん
な
の
広
場

パ
ソ
コ
ン
を
包
丁
に
替
え
て

楽
し
諄
な
が
ら
κ
ν
ヨ
ン
を

聞
得
す
る

写パ
ソ
楽
同
好
会
」

会
長

飯
島
洋
治

当
セ
ン
タ
ー
唯

一
の
サ
ー
ク
ル
で
あ

る
パ
ソ
楽
同
好
会
は
、
発
足
以
来

ｌｏ

年
に
渡
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
中

心
に
な
り
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、

６０
歳
以
上
の
厚
木
市
民

も
入
会
し
て
お
り
、
約

５０
名
の
会
員

が
毎
月
３
回
、
情
報
プ
ラ
ザ
で
楽
し
く

パ
ソ
コ
ン
を
学
ん
で
い
ま
す
。

当

同

好

会

で
は
、
た
だ
学

ぶ
だ
け
で
な
く
、

会

員

仲

間

が

楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
年
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、

昨

年

１２

月

に

行

っ
た

「
手
作

リ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

当

日
は
約

２０
名
の
会
員
が
パ
ー
ト

ナ
ー
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
に
集
合
し
、

日
頃
の
使
い
慣
れ
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら
不

慣
れ
な
包
丁
に
ツ
ー
ル
を
替
え
て
、
ワ

ー
ド
の
勉
強
会
で
作
成
し
た
「
わ
が
家

の
レ
シ
ピ
」
の
中
か
ら
、
試
食
し
た
い
レ

シ
ピ
を
選
び
、
参
加
者
全
員
で
、
お
に

ぎ
り
・豚
汁
・煮
物

・唐
揚
げ

・サ
ラ
ダ

等
を
作
り
、
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
の
ビ

ー
ル
で
乾
杯
し
、

美
味
し
く
食
べ
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ

と
時

を

過

ご

し

ま
し
た
。

作

り

過

ぎ

て

余
っ
た
失
敗
も
あ

り
ま
し
た
が
、
パ

ソ
コ
ン
の
勉
強
会

の
時
と
は
違
い
、
得
意
と
す
る
料
理
作

り
で
は
、
皆
さ
ん
、
活
き
活
き
と
活
動

し
て
い
ま
し
た
。

三
５
８
〓
∽
８
．
‐

の
登
場
で
困
っ
て
い
る

方
や
パ
ソ
コ
ン
を
も
っ
と
習
得
し
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
パ
ソ

楽
同
好
会
の
詳
細
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・市電
話
一
２
２
８
１
８
２
２
４

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
左
記
を
入
力
し
て

か
ら
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

晰
笏
貶
贔
∫
ξ

鰺
響
予
斃
馘
笏
警
匁

投
稿
　
多
田
さ
ん

（
（林
）

⑤

を
入
れ
る
。

②

の
型
に
静
か
に
流
し
入
れ
る
。

（
今
回
は
、

２５

Ｃｍ
タ
ル
ト
型
を
使

っ
て
い
ま
す
。
）

型
を
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
出
来
上

が
り
で
す
。

⑥投
稿
写
真
の
中
よ
り
上
荻
野
の
斉
木

さ
ん
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

ご
投
稿
あ
り

力
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の

ご
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

投

稿

は

、
メ

ー
ル
又
は
電

子
媒
体
で
。

次
号
の
締
め
切
り
は

９
月

１０
日
（水
）

メ
ー
ル

ｏ
８
８
一盤
ｍ
一Ｘ
ｏ
と
ｏ
３
号

①②③④

ゼ
ラ
チ
ン
を

同
量

の
水

で
ふ
や

か
し
て
お
く
。

ク
ラ
ッ
カ
ー
を
細
か
く
砕
き
、
バ

タ
ー
で
軽
く
炒
っ
て
型
に
し
き
つ

め
る
。
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
上
か
ら
軽

く
押
さ
え
て
お
く
。

お
な
べ
に
、
砂
糖
と
牛
乳
を
入
れ

火
に
か
け
る
。
砂
糖
が
溶
け
は
じ

め
た
ら
ゼ
ラ
チ
ン
を
入
れ
て
溶
け

る
ま
で
よ
く
か
き
混
ぜ
て
ゼ
ラ
チ

ン
が
溶
け
た
ら
火
を
と
め
る
。
（沸

騰
さ
せ
な
い
）

③
の
お
鍋
の
材
料
が
人
肌
ぐ
ら
い

に
冷
め
た
ら
、
そ
の
中
に
ヨ
ー
グ

ル
ト
・生
ク
リ
ー
ム
を
入
れ
て
よ
く

か
き
混
ぜ
る
。
最
後
に
レ
モ
ン
汁

食べる人の笑顔を思い

浮かべて作りましょう。

平

卜
一
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辟

予
踪

聰
漑
瞼
釉
儡
鶉
蜀
餞
魏
緻

聰
≪
写
蝙
鰺
蝙
訳
鑽
ド
ー
靱

魃
埒
輪
蝙
洸
惧
恣
燒
諄
写
鮨
憔
饂
炒
凸
聰
孟
贔
賤
瘍
鑢
鉤
膵
由
又
務
は

，
中

○
第
２
回
応
急
処
置
講
習
会

実
施
日

”蘇
μ
２６
年
１
月
Ｚ
日
（金
）

参
加
人
数
　
１３
名

○
第
５
回
理
事
会
（
１
月

２‐
日
）

審
議
事
項
「
正
会
員
入
会
申
込
者
」

の
１
件
が
議
題
と
な
り
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
、
「
事
業
実
績
」
、

「
委
員
会
進
捗
状
況
」
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

○
第
６
回
理
事
会
（３
月

１４
日
）

審
議
事
項
「
平
成

２６
年
度
事
業
計

画
・収
支
予
算
」
、
「
平
成

２６
年
度

資
金
調
達
の
見
込
み
」
、
「
委
員
会

実
行
計
画
」
の
４
件
が
議
題
と
な
り
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
、
「
職
務

執
行
状
況
」
、
「
委
員
会
進
捗
状
況
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
第
１
回
理
事
会
（５
月
１
日
）

審
議
事
項
「
平
成

２５
年
度
事
業
報

生
甲
収
支
決
算
」
、
「
理
事
の
選
任
」
、

「監
事
の
選
任
」
、
「
定
款
の

一
部
を

改
正
す
る
定
款
」
、
「
平
成

２６
年
度

定
時
総
会
」
、
「
配
分
金
見
積
単
価

基
準
の
改
正
」
、
「
正
会
員
入
会
申

込
者
」
の
８
件
が
議
題
と
な
り
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
２
回
理
事
会
（５
月

２８
日
）

審
議
事
項
「
理
事
長
・副
理
事
長
及

び
常
務
理
事
の
選
定
」
、
「
正
会
員

入
会
申
込
者
」
の
２
件
が
議
題
と
な

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

○
〓

日
奉
仕
の
日
」

実
施
日

π幕
い
２６
年
７
月
２６
日
（土
）

場
　
所

厚
木
中
央
公
園

内
　
容

公
園
除
草
・清
掃

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
正
月
用
し
め
縄

飾
り
の
製
作
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
新
た
に
門
松
の
製
作
販
売
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

門
松
の
製
作
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
セ
ン

タ
ー
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

Ｔ

Ｅ

Ｌ
　
２

２

４

‐
９

５

正
会
員
会
書
３
千
円
の
納
入
基
準
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
当
該
年
度

の
前
年
度
ま
で
に
登
録

し
た
正
会
員
は
、
毎
事
業
年
度
の
４

月
末
ま
で
に
継
続

又
は
退
会

の
意

思
を

示
し
、
退
会

の
意
思
を

示
さ

な
い
場
合
は
継
続

の
意
思
を

示
し

た
も
の
と
し
、
６
月
末
ま
で
に
会
費

を
納
入
す
る
。

○
納

入
期
限
ま
で
に
会
費
を
未
納
の

正
会
員
が
、
督
促
を
行
っ
て
も
な
お

何

の
意
思
を

示
さ
ず

、
指
定
し
た

日
ま
で
に
会
費
を
納

入
し
な
い
場

合
に
つ
い
て
は
、
当
該
会
員
が
退
会

の
意
思
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
退

会
の
手
続
ぎ
を
行
２
」と
が
で
き
る
。

※
平
成

２６
年
度
は
既
に
２
ヶ
月
が
経

過
し
、
保
険
料
等
経
費
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
退
会
の
場
合
で
も
会
費

は
い
た
だ
き
ま
す
。

担
当
職
員
に
ご
用
の
あ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
し
、
時
間
等
面

会
の
約
束
の
う
え
、
お
越
し
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
事

異
動

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
、

今
井
前
事
務
局
次
長
が
事
務
局
長
に

就
任
し
、
新
た
に
櫛
田
事
務
局
次
長

が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

編

集
後

記

押
ア
ン
バ
ー
に
よ
り
、
２
年
間
に
わ
た
り
・

編
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「ね
ん
り
ん
」
の

担
当
も
、
当
号
で
最
後
に
な
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
蔀
省
層
広
涸
　
・丸
岡
千
良
子

・小
池
　
一員
　
・横
山
利
晴

・
一

芳
墾
阜ス
子

注
県
鶴
勇

次
号
か
ら
は
、
一神
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
新

し
い
視
点
か
ら
「ね
ん
り
ん
」を
お
届
け
で

き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
取
材
・投
稿
に
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
魂

地 域 参加人数

厚 木 北

厚 木 南

依 知 北

依 知 南

睦 合 北

睦 合 南
４
士

睦 合 西

荻 野 北
И
仕

荻 野 南

荻 野 東

月ヽ    漁占
４
ｔ

玉

南 毛 利

愛  甲
■

↑

緑 ヶ 丘

森 の 里

計 670
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事務局長

今井 俊雄

事務局次長

櫛田 正夫

この会報は地域班長ログループリーダーの協力により会員の皆さんに配付されています。


